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筑紫地区都市再生整備計画

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 筑紫野市

・地域交流センターの利用者数の増加【23,201人/年（H23「※筑紫多目的集会施設の利用者数」）→36,600人/年（H28）】

・居住環境に関する満足度の向上【85.0%（H23）→87.0%（H28）】

・安全・安心に関する満足度の向上【38.0%（H23）→42.0%（H28）】

H23 H28

新たに建設する地域交流センターの年間利用者数

アンケート調査項目「居住地区のまちなみ景観」に対して「満足」、「どちらかといえば満足」、「普通」と回答した人の割合 85.0% 87.0%

うち提案分 285.0 百万円

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

A1 都市再生 一般 筑紫野市 直接 筑紫野市 1,035.8

小計 1,035.8

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

0.0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

全体事業費
（百万円）（事業箇所） （延長・面積等）

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名

市町村名 事業実施期間（年度）
番号 事業者

要素となる事業名 事業内容

0.0%
（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名 事業内容

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

Ｂ
効果促進事業費の割合

0 百万円 Ｃ 0 百万円

（延長・面積等）

筑紫地区都市再生整備計画 道路、公園、高次都市施設等　840ha 筑紫野市

アンケート調査項目「あなたは、市街地が防災に強く、秩序ある区画になっていると思いますか」に対して「思う」「やや思う」と回答した人の
割合

38.0% 42.0%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,035.8 百万円 Ａ 1,035.8 百万円

新たな地域拠点としての安全で住みよい交流空間づくり

・地域の文化や自然と調和した交流空間の形成

・生活の基盤整備の促進による居住環境の向上

・防災性を高めた安全で安心できる空間の形成

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

現況値

計画の目標

最終目標値

23,201人/年 36,600人/年

社会資本総合整備計画 平成26年11月10日

計画の名称

計画の期間 交付対象



（様式第８）

計画の名称 　筑紫地区都市再生整備計画事業
計画の期間 　平成24年度　～　平成28年度（５年間） 交付団体 　筑紫野市

社会資本総合整備計画　参考図面

Ｎ

筑紫地区都市再生整備計画事業



都市再生整備計画（第３回変更）

筑紫
ち く し

地区

福岡県　筑紫野
ち く し の

市

平成２６年１１月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 840 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H23 H28

％ H23 H28

％ H23 H28

計画期間 交付期間 28

都道府県名 福岡県 筑紫野
ち く し の

市 筑紫
ち く し

地区

36,600

新たな地域拠点としての安全で住みよい交流空間づくり
・地域の文化や自然と調和した交流空間の形成
・生活の基盤整備の促進による居住環境の向上
・防災性を高めた安全で安心できる空間の形成

・昭和47年福岡県が発表した中期計画で、ニュータウン構想がとり挙げられ、小郡・筑紫野両市でニュータウン総合開発協議会が設置され、昭和50年に基本構想が発表された。
・昭和50年以降、福岡及び久留米都市圏の人口急増に対処し、併せて虫喰状のミニ宅地開発を防ぎ、整然としたまちづくりの実現を図るために大規模住宅団地開発が進められてきている。
・当初、主に住宅団地開発を目的として土地区画整理事業が実施されてきたが、既存住宅地の住環境整備や拠点整備としての事業実施も加わり、当該地区ではこれまでに９地区（組合施行７、旧公団施行１、市施行１）において土地区画整理事業が実
  施・完了している。土地区画整理事業により良好な住環境が形成されている地区が多い一方で、区画整理事業外の集落との施設整備状況に差が生じている。
・平成9年より、筑紫駅西口土地区画整理事業が施行されている（事業施行期間：平成29年度まで）。筑紫駅西口土地区画整理事業は、西鉄天神大牟田線筑紫駅西口の駅前広場整備をはじめ都市計画道路、区画道路、公園、その他公共施設の整備
  改善及び宅地の利用増進を図り、交通利便性の向上とともに無秩序な市街化に対処し、健全な市街地を形成することを目的としている。
・平成20年度より筑紫駅西口土地区画整理事業の見直し（規模縮小）を検討し、平成23年度に変更すると同時に、除外区域については修復型のまちづくり整備を推進中である。
・JR原田駅及び西鉄筑紫駅周辺は筑紫野市における副次拠点として位置づけられており、計画的に市街化を図る中で、宅地をはじめとする市街化を促進する地域と、良好な自然環境を保全する地域を明確に区分するとともに、両者のバランスのとれた
  整備・開発を行うことが求められている。
・筑紫野市では近年、生涯学習センター、スポーツ公園など、福祉・健康の政策としての施設整備を行っており、当該地域では平成10年度に総合保健福祉センター（カミーリヤ）が開設されている。平成21年度にはウォーキング都市宣言をしており、各地
  区ではコミュニティセンターを拠点としてウォーキングイベントが行われている。筑紫地区にはコミュニティセンターが整備されておらず、総合保健福祉センターを拠点としてイベントが行われている。

・福岡市・久留米都市圏の宅地需要に対応した暮らしやすい環境を形成するためにも幹線道路・公園の整備、及び生活利便施設の立地を進める筑紫駅西口土地区画整理事業の早期完了を図る必要がある。
・平成９年度より筑紫駅西口土地区画整理事業を事業計画決定し、また平成２３年に事業区域を縮小して整備を推進しているが、除外区域において公園の老朽化、道路の狭幅員等の課題があり、整備が必要である。
・良好な市街地を形成するために、環境・防災機能の強化や固有の景観・文化の保全に繋がる、都市空間の整備を推進する必要がある。
・他地区からの転入者が多く、まち自体が新しいこともあり、今後良好な地域コミュニティを構築していく必要がある。

・第4次筑紫野市総合計画 後期基本計画（H23)では、「計画的なまちづくりの推進」として人口流出防止のためにも市民が住み続けたいと思うまちづくりを課題としており、『計画的なまちづくりが推進され、「防災に強く」「にぎわい」のある秩序ある市域』の
  形成を目指すことが挙げられている。
・筑紫野都市計画（都市計画区域マスタープラン）（H23）では、西鉄筑紫駅西口を重点的に市街化を図るべき区域としており、『土地区画整理事業による面的整備又は地区計画等の活用により、都市施設の整備を図り、自然との調和など周辺の地域と
  一体的な開発整備を行う』としている。また「市街地における住宅建設の方針」として『地域コミュニティの拠点となるコミュニティセンターの整備を推進する』としている。
・筑紫野市都市計画マスタープラン（H18)では、筑紫地域のまちづくり方針として「宝満の流れ清く　自然が生き　人が生き　物が生きる　まちづくり」のテーマのもと、現在施行中の筑紫駅西口土地区画整理事業の推進により都市計画道路の整備を図っ
  ていくこととしている。また、ハード面の整備はもとより、地域の特性に応じた、地区計画等の「まちづくりのルールづくり」を推進し、良好な居住環境の形成や周辺環境の保全等が挙げられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

地域交流センターの利用者数
新たに建設する地域交流センターの年間利用者数
（従前値として筑紫多目的集会施設の利用者数）

地域交流センターの整備、活用により地域交流の場を創出する 23,201

居住環境に関する満足度
アンケート調査項目「あなたは、現在の居住環境やサービスにどれくらい
満足していますか」のうち、「居住地区のまちなみ景観」に対して「満足」
「どちらかといえば満足」「普通」と回答した人の割合

生活基盤整備の推進により居住環境の向上を目指すことで、居住
者数が増加する

85.0 87.0

安全・安心に関する満足度
アンケート調査項目「あなたは、市街地が防災に強く、秩序
ある区画になっている思いますか」に対して「思う」「やや思
う」と回答した人の割合

計画的な市街地整備や防災施設の整備により、地域の安心・安全
に関する満足度の向上を図る

38.0 42.0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針３：安全・安心なまちを形成するため道路や公園・防災設備等を整備する
・市街地内にまとまった空間を確保でき、かつ災害時に歩いて避難することのできる公園等の都市施設の整備により、地域の防災機能の向上を図る。

・避難所としての役割を果たすことが期待される、地域交流センターの整備を促進する。

・公園内の防火水槽など、地域内の防災関連施設を整備することで、防災に強いまちづくりの実現を図る。

道路事業（基幹/区画道路法面）
公園事業（基幹/筑紫ふれあい公園）
公園事業（基幹/筑紫駅西口1号公園）
公園事業（基幹/筑紫駅西口3号公園）
高次都市施設（基幹/地域交流センター）
防災関連施設整備事業（提案/筑紫）
筑紫駅西口土地区画整理事業（関連/筑紫駅西口地区）
筑紫駅西口まちづくり整備事業（関連/筑紫駅西口周辺）
公園事業（関連/筑紫公園）

方針に合致する主要な事業
整備方針１：地域コミュニティの形成を図るため、地域の文化や自然と調和した、地域交流拠点となる施設を整備する
・新しいまちである本地区において良好な地域コミュニティを形成するために、拠点となる地域交流センターを整備する。

・地域交流センターを活用し、市民の健康増進を目的として、健康づくりや介護予防のためのウォーキング教室を実施する。

・既存のウォーキングイベントの拠点となっている総合保健福祉センターの利便性や安全性を高めるため、ウォーキングコースの改良を実施する。

・地域住民のふれあいの場となる公園を整備し、地域交流の促進を図る。

・地域住民のふれあいの場となる公園内に史跡を保存整備することにより、地域の歴史を生かした交流空間の形成を図る。

・また、コミュニティ活動の中心となるコミュニティ運営協議会の設立支援及び運営支援を行う。

公園事業（基幹/筑紫ふれあい公園）
公園事業（基幹/筑紫駅西口1号公園）
公園事業（基幹/筑紫駅西口3号公園）
高次都市施設（基幹/地域交流センター）
ウォーキング事業（提案/地域交流センター）
総合保健福祉センター改修事業（提案/総合保健福祉センター）
コミュニティ運営協議会支援（提案/地域交流センター）
コミュニティづくり事業（提案/地域交流センター）
旧西鉄筑紫駅舎保存整備事業（提案/地域創造支援事業）
公園事業（関連/筑紫公園）
総合保健福祉センター事業（関連/総合保健福祉センター）

整備方針２：居住環境の向上を図るため、区画整理事業内外の住宅・公共施設等の整備を推進する
・筑紫駅西口土地区画整理事業の推進による計画的なまちづくりにより良好な市街地を形成する。

・筑紫駅西口土地区画整理事業除外区域において既存の道路の拡幅・公園の改修等の都市基盤整備を行い、居住環境の向上を図る。

・市街地内にまとまった空間を確保し、良好な住宅環境を形成するため、公園整備を行う。

・地域住民の居住環境の向上を図るため、公共施設の機能の向上を促進する。

道路事業（基幹/区画道路法面）
道路事業（基幹/市道前田・下城戸線）
道路事業（基幹/市道勢井手・外木町線）
道路事業（基幹/市道島巡り・上の田線）
道路事業（基幹/市道上方・塚原野口線）
道路事業（基幹/市道むさしヶ丘団地線）
公園事業（基幹/筑紫ふれあい公園）
公園事業（基幹/筑紫駅西口1号公園）
公園事業（基幹/筑紫駅西口3号公園）
土地区画整理事業（提案/筑紫駅西口地区）
筑紫小学校プール改築事業（提案/筑紫小学校）
筑紫駅西口土地区画整理事業（関連/筑紫駅西口地区）
筑紫駅西口まちづくり整備事業（関連/筑紫駅西口周辺）
公園事業（関連/筑紫公園）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市 直 A=333.0㎡ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 6.7 6.7 6.7 6.7

市 直 L=250m　W=2.8～5.5m 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 18.9 18.9 18.9 18.9

市 直 L=245m　W=2.9～5.5m 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 18.5 18.5 18.5 18.5

市 直 L=80m　W=4.0～5.2m 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 6.1 6.1 6.1 6.1

市 直 L=245m　W=2.2～5.0m 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 18.9 18.9 18.9 18.9

市 直 L=4,250m　W=3.8～8.0m 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 93.8 93.8 93.8 93.8

道路（地方都市リノベーション事業）

公園 市 直 A=2,800㎡ 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 42.0 42.0 42.0 42.0

市 直 A=3,300㎡ 平成27年度 平成28年度 平成27年度 平成28年度 49.5 49.5 49.5 49.5

市 直 A=560㎡ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 8.5 8.5 8.5 8.5

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 －

高次都市施設 市 直
敷地2,998㎡
延床1,413㎡

平成24年度 平成27年度 平成24年度 平成27年度 487.9 487.9 487.9 487.9

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 750.8 750.8 750.8 750.8

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
ウォーキング事業 地域交流センター 市 直 20回／年 平成26年度 平成28年度 平成26年度 平成28年度 0.3 0.3 0.3 0.3

市 直 A=1,357㎡ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 15.8 15.8 15.8 15.8

筑紫 市 直 3箇所 平成27年度 平成28年度 平成27年度 平成28年度 37.2 37.2 37.2 37.2

土地区画整理事業 筑紫駅西口地区 市 直 A=17,000㎡ 平成27年度 平成28年度 平成27年度 平成28年度 140.0 140.0 140.0 140.0

市 直 1箇所 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 71.0 71.0 71.0 71.0

市 直 1箇所 平成27年度 平成28年度 平成27年度 平成28年度 11.7 11.7 11.7 11.7

市 直 － 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 3.0 3.0 3.0 3.0

－

市 間 － 平成26年度 平成28年度 平成26年度 平成28年度 3.5 3.5 3.5 3.5

市 直 － 平成25年度 平成26年度 平成25年度 平成26年度 2.5 2.5 2.5 2.5

合計 285.0 285.0 285.0 285.0
合計(A+B) 1,035.8

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
市 国土交通省 32.5ha ○ 平成9年度 平成29年度 15,000

筑紫駅西口まちづくり整備事業 筑紫駅西口周辺 市 国土交通省 29.3ha ○ 平成23年度 平成28年度 1,246

市 国土交通省 3.0ha ○ 平成24年度 平成28年度 428

市 筑紫野市 3.8ha ○ 平成9年度 平成10年度 2,740

合計 19,414

筑紫駅西口3号公園

区画道路法面

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

うち民負担分

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

市道前田・下城戸線

市道勢井手・外木町線

市道島巡り・上の田線

市道上方・塚原野口線

市道むさしヶ丘団地線

筑紫ふれあい公園

筑紫駅西口1号公園

交付対象事業費 1,035.8 交付限度額 414.3 国費率 0.4

交付期間内事業期間
細項目

－

－

－

地域交流センター

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

細項目 うち民負担分
交付期間内事業期間

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

－

総合保健福祉ｾﾝﾀｰｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ改修事業

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

地域創造
支援事業

筑紫ふれあい公園

事業 事業箇所名

筑紫小学校プール改築事業 筑紫小学校

旧西鉄筑紫駅舎保存整備事業

総合保健福祉センター（カミーリヤ）

防災関連施設整備事業

コミュニティづくり事業 －

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

コミュニティ運営協議会支援 －

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

総合保健福祉センター事業 総合保健福祉センター（カミーリヤ）

筑紫駅西口土地区画整理事業 筑紫駅西口地区

公園事業 筑紫公園



都市再生整備計画の区域

　筑紫地区（福岡県筑紫野市） 面積 840 ha 区域
大字筑紫、大字若江、大字隈、美咲、大字下見、岡田１丁目、岡田２丁目、岡田３
丁目、大字岡田、大字諸田、大字常松、大字永岡（一部）、筑紫駅前通一丁目、筑
紫駅前通二丁目、桜台一丁目、桜台二丁目、むさしヶ丘１～３丁目、大字立明寺

JR鹿児島本線

JR筑豊本線

西鉄
天神大牟田線九州自動車道 国道3号

国道200号

国道200号

国道386号

筑紫駅

原田駅

筑紫地区（840ha）



地域交流センターの利用者数 （人/年） 23,201 （H23年度） → 36,600 （H28年度）

居住環境に関する満足度 （％） 85.0 （H23年度） → 87.0 （H28年度）

安全・安心に関する満足度 （％） 38.0 （H23年度） → 42.0 （H28年度）

　筑紫地区（福岡県筑紫野市）　整備方針概要図

目標

新たな地域拠点としての安全で住みよい交流空間づくり

・地域の文化や自然と調和した交流空間の形成

・生活の基盤整備の促進による居住環境の向上
・防災性を高めた安全で安心できる空間の形成

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

筑紫小学校
筑紫駅

○関連事業

・筑紫駅西口まちづくり整備事業
（筑紫駅西口周辺）

■基幹事業
・公園（筑紫駅西口1号公園）

■基幹事業
・公園（筑紫駅西口3号公園）

○関連事業

・筑紫駅西口土地区画整理事業
（筑紫駅西口地区）

■基幹事業
・公園（筑紫ふれあい公園）

■基幹事業
・高次都市施設（地域交流センター）

□提案事業
・ウォーキング事業（地域交流センター）

□提案事業
・コミュニティ運営協議会支援

□提案事業
・総合保健福祉センター
ウォーキングコース改修事業
（総合保健福祉センター）

○関連事業

・公園事業（筑紫公園）

□提案事業
・防災関連施設整備事業 （筑紫）

□提案事業
・土地区画整理事業
（筑紫駅西口地区）□提案事業

・事業効果分析調査

○関連事業

・総合保健福祉センター事業
（総合保健福祉センター）

□提案事業
・コミュニティづくり事業

■基幹事業
・区画道路法面

□提案事業
・筑紫小学校プール改築事業

■基幹事業
・道路

（前田・下城戸線）
（勢井手・外木町線）
（島巡り・上の田線）
（上方・塚原野口線）
（むさしヶ丘団地線）

□提案事業
・旧西鉄筑紫駅舎保存整備事業
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